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食品をこどもの未来に



【ビジョン：ライフアゲインが目指す社会の姿】

私たちは
『すべての子どもたちが大切とされる社会』

の実現を目指しています。
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それは、子育てをしている母親・

父親の切なる叫びです。

その願いが叶わない厳しい家庭が、

あなたのくらしのそばにあります。

次の時代を生きていく子どもたちは

私たちの未来であり、希望です。



【ミッション：ライフアゲインの使命】

生まれ育った環境のために、

満たされた食事ができない、
十分な教育が受けられない、
寂しい思いをしている子どもを
北九州市からゼロにする。



注力しているのは

『その家族をとりまく地域の絆』

『最も小さな社会である家族の平和』





活動概要≪食べ物いのちは人のいのちにつながっている≫

食品ロス
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養育支援

活動の柱

目指す未来

フード
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ファミリー
サポート
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地域子ども
支援事業

食品ロスを生まない社会づくり
すべての子どもたちが大切とされる社会づくり
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食品寄贈

フードバンク

食料支援

食品関連事業者や地域の方々

ひとり親世帯 社会福祉施設

子ども食堂

生活困窮者

食品ロス削減理
解推進

食品ロス
発生抑制
啓発活動

企業の食品ロス削減（フードバンク事業）
食品寄贈のフロー パートナー企業

１２月現在：１８０社

１２月現在：１４８団体



食品ロス
削減

子どもの
養育支援

活動の柱

目指す未来

フード
バンク
事業

ファミリー
サポート
事業

地域子ども
支援事業

食品ロスを生まない社会づくり
すべての子どもたちが大切とされる社会づくり

活動概要≪食べ物いのちは人のいのちにつながっている≫



子どもに関わる調査結果

小中学校の不登校者数の推移

24万4940人
（過去最多）



市内子育て世帯の相対的貧困層（令和3年度子どもの生活状況調査）

8,326世帯
（ひとり親世帯）

6,142世帯
（ふたり親世帯）

（令和３年度北九州市ひとり親家庭等実態調査より）

14,468世帯
（全子育て世帯）

8,060世帯
（母子世帯）
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つながり支援
食料支援を通して
傾聴・相談を行い
信頼関係を築く

食料支援
（3～６カ月）
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支援者を

“見つける”

いのちをつなぐネットワーク
子ども家庭相談コーナー

子ども未来笑顔プロジェクト（ファミリーサポート事業）

安心して
くらせるよう

“見守る”

LINEでゆるく
つながる

食料支援に
“つなげる”

包括支援ネットワークを
産官学民連携で
“つくる”

連携

教育機関・民生/児童委員
子ども食堂などの居場所
パートナー施設１４２団体

登録者 約2200名
（2023.8現在）
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《親子に実際に触れ、寄り添い、見守る》

切れ目なくつながる子ども支援（地域子ども支援事業）

★ホームスタート事業
家庭訪問型子育て支援
●地域の子育て経験者が
●週に１回、２時間程度
●月4回ほど定期的に訪問し、
●傾聴と協働をする
●ボランティア活動

★学習支援
無料学習塾（小４～中３）
無料自習室（小４～高校生）
●ステップアップ塾ライフアゲイン
●STUDY CAMP

★子ども食堂
多世代交流の
地域でつくる居場所
●尾倉っ子ホーム
●たらふく亭
●みんな食堂

Line公式アカウントを使って、市内の潜在的要
支援子育て世帯とつながり情報発信

障がい児支援
放課後等デイサービス事業（プレシャスONE)

乳幼児期 児童期 思春期 青年期

登録者 約２３00名
（2023.9現在）

★就労支援
他団体との連携



食を通じた、
孤立させないまちづくりへの挑戦



日本の貧困率はデンマークの約９倍
離婚率はデンマークのほうが日本の3倍



【増加する単身世帯】



保健
支援

法律
支援

就労・
就学
支援

子育て
支援
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見守り
声掛け

手助け

顔見知り

生活
支援

目標：全小学校区へ
子ども食堂設置

手助け

フードサポート

目標：全小学校区へ
地域型フードパントリー

気軽に
相談できる
まちを
“つくる”

誰ひとり
取り残さない
まちを

“つくる”

家族をとりまく地域の絆を強めるために



家族の平和を守る

子育て力

高齢者の見守り力

大災害に備える

防災力

家族をとりまく地域の絆が強まれば



食べ物のいのちはひとのいのちにつながっている


